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　3/4( 金 )、ベイタウンは久しぶりの雪と
なった。前日からの天気予報では未明から
降りはじめ、朝には積もると伝えられてい
たのでカメラを用意して待っていたのだ
が、雪は 5cm ほど積もったものの、あい
にく日中も空が晴れることはなく、青空を
バックにベイタウンの雪化粧をという、前
日から思い描いたシナリオは崩れてしまっ
た。
　それでも街を歩くと普段は見られないベ
イタウンの風景をカメラに収めることがで
きた。モノトーンの世界では平和交通バス
の黄色はいっそう鮮やかに映え、中庭の
木々の様子は山水画を見るようだった。給
食の終わる午後 1:00 頃に打瀬小に行って
みると、校庭では地面がぬかるみのように
なりとても雪遊びはできない。それでも子
ども達は回りの草地や隅に溜まった雪を集
めては団子をつくり、投げ合って遊んでい
た。

ベイタウンに雪がふった日

　雪が降ると子どもの多いベイ
タウンでは雪合戦がはじまる。
正午前、1 丁目公園では打瀬小
学校の子ども達が雪遊びをはじ
めた。
　カメラを持って取材に行く
と、先生も一緒に雪の中を走っ
ている。男の子に「何年生 ?」
と聞くと「4 年生だよ」と教え
てくれた。学校の校庭は踏み荒
らされてしまい、雪合戦ができ
ないという。体育の授業を雪合
戦にと先生の粋な発案で公園が
教室になったようだ。



鈴木弘尚リサイタルプログラム
J.S. バッハ：トッカ－タ BWV914
シュ－ベルト = リスト：水車小屋と小川
シュ－ベルト = リスト：水に寄せて歌う
ショパン：ピアノソナタ第 2 番 変ロ短調 作
品 35 「葬送」
ラフマニノフ：前奏曲 作品 32 「鐘」
ラフマニノフ：音の絵 作品 33-2
 音の絵 作品 33-7
ラフマニノフ：楽興の時 作品 16
鈴木弘尚氏プロフィ-ル
　第 12 回チャイコフスキ－国際コンク－ル
ピアノ部門で審査員特別賞を受賞他、数々
のコンク－ルで輝かしい成績をおさめ、第 5

回浜松国際コンク－ルでの奮闘振りが NHK
テレビドキュメンタリ－番組となり、全国放
映されて話題となる。
　現在、イタリアを中心とするヨ－ロッパ各
地でも活発なコンサ－ト活動。「心に沁みる
叙情性と男性的で豪快なダイナミクスの見事
な対比」と絶賛される。
3/15 に デ ビ ュ － ア ル バ ム「ETUDES 
SYIMPHONIQUES」をリリ－ス。
　鈴木弘尚公式ホ－ムペ－ジ http://www.
hironao-suzuki.com/
　お早めにチケットをお求め頂き、素敵な日
曜日の午後をお過ごし下さい。

入場料 : 大人 2,000 円 高校生以下 1,000
円
チケット取り扱い : 新星堂プレナ幕張店（海
浜幕張駅前プレナ幕張 3階）、 きらら（セン
トラルパ-クウエスト）、ジャイネパ-ル（パ
ティオス 5番街）、ギャラリ-キキ（パティ
オス 17番街）
お問い合わせ・FAX 予約 :276 - 3878 鈴
木尚弘ピアノリサイタル実行委員会 大垣
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イタリアで通算 8年研鑽を積まれ、4月 17
日にコアに来演頂くピアニストの鈴木弘尚
さんでさえ、まだ 1度も弾いた事がないと
言われるファツィオリ !!
ベイタウンの皆様に弾いて頂ける月に 1度
のチャンスです。どうぞお申し込み下さい。
非公開での演奏も受け付けています。
申し込み締め切り日　4/17（日）
連絡先　阿曽　TEL&FAX : 211-0273

管理組合のネットワークで、マンション管理に関する情報
の交換・共有化を！
～まず手始めにベイタウン内の管理組合情報共有メーリングリストを開設　　

　管理組合の役員は、１～２年ごとに任期の交代があり、誰もが一度は経験す
るものの、ほとんどの方が役員になって初めて経験することが多く、抽選で当
たって「困った！」と思う方も少なくないでしょう。
　マンションという居住形態は、さまざまな居住者を抱えながらハードを共有
する共同住宅であり、そこで発生する課題は、個別性よりもマンション共通の
課題といえるものが多いのではないでしょうか。
　そこで、「ベイタウンはマンションのみで構成される街」という特性を活かし、
それぞれの管理組合が持つ課題や経験事例について、可能な範囲で情報の交換・
共有を行い、各街区のマンション管理に役立つ場となることを願い、このたび
メーリングリストを立ち上げることといたしました。
　将来的には、メーリングリストだけでなく、管理組合連絡協議会のような組
織ができ、より実態のある情報共有ができることが望ましいと考えています。
　メーリングリストへの参加資格は特にありません。できれば管理組合の現役
員の方だけでなく、経験者でも未経験者でも、幅広く参加いただくことで、み
なさんが一緒にマンション管理について、意見や情報の交換ができればと思い
ます。興味のある方、まずは下記へメールを下さい。
baytown-mansion@yahoogroups.jp
グランパティオス公園東の街在住　樺田直樹

　ベイタウン内の管理組合情報共有メーリング
リスト開設を呼びかけた樺田さんとはどんな人
か、インタビューしてみました。
　樺田さんは建築・不動産関係の仕事に関わり、
これまで街の再開発事業に取り組んできました。
特に兵庫県のある都市での再開発事業の場合、
８年間地域に溶け込んで、住民と一緒になって
街づくりを経験できたことが、今のベイタウン
での活動に役立っているそうです。
　転勤で東京勤務に戻るにあたり、どこに住もう
かと何気なく通りかかったベイタウンを見て街の
コンセプトに共感したことと、当時の 5 番街に
あったモデルルーム準備室の人に、「ここはこれ
から皆さんで作っていく街ですから」と言われた
ことでこの街に住むことに決めたそうです。
　入居前に、グランパティオス西の街、東の街
及びセントラルパーク・イーストに関心を示し
ていた人たちがベイタウンネット上を賑わして
いたことを覚えている方も多いと思います。あ
れからもう 6 年が過ぎようとしています。
　樺田さんもその一人だったのですが、これか
らはベイタウンならではのタウンマネージメン

トの可能性を探ってみたいそうです。
　現在 10 月の総会までを任期として
2 年目の管理組合役員をしていますが、
やがて 10 年目を迎える街区どうしが
情報交換することで、誰もが１度は
役員として苦労する管理組合運営の知
識・情報の共有化ができるのではと考
えたのが今回の呼びかけの趣旨です。
　ちなみに役員になるのを機に、管理
組合運営その他のマンションの管理に

関して、専門的知識を持ってアドバイスや意見
ができる「マンション管理士」の資格を取得さ
れたとのこと。　　　　　　　　　　　　【金】

 人気ピアニスト
鈴木弘尚リサイタル
プログラム決定 !!
鈴木弘尚リサイタル
プログラム決定 !!4/17

（日）

時間：午後 1:30 開場、2:00 開演
会場：ベイタウン・コア　音楽ホール

マンション管理につ
いて一緒に考えてみ
ませんか？悩み、ア
ドバイス、大歓迎！

寺子屋工作ランド
時間：10:00 ～
場所：ベイタウン・コア
　工芸室

竹トンボ、ほか。

時間：10:00 ～
場所：ベイタウン・コア
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竹トンボ、ほか。
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新しい校舎には空中田園
打瀬小学校の校舎増築が完成
　昨年度から行われていた打瀬小学校の校舎
増築工事が完成し、3/22 無事学校側に引き
渡された。旧校舎と同じシーラカンスアソシ
エイツの設計になる新校舎を一足早く取材さ
せてもらった。
　新校舎は現在の校舎の北東側、以前駐車場
だった部分に建てられた。外から見るとちょ
うど現在の低学年棟をそのままもうひとつ横
に追加したような形になっている。まだ防火
扉で仕切られた 2 階の職員室横の連絡通路
を中村教頭先生に案内してもらい新校舎に入
った。
　新校舎に入ってすぐ気づいたのは校舎内が
明るいことだ。海浜打瀬小学校を取材したと
きにも同じ印象を受けたが、こちらはさらに
明るい感じがする。建物が新しいという理由
だけではない。窓が大きく、ガラス部分が多
いことに加え、4 教室ある教室部分はすべて
平屋（2 階部分がない）構造となっており、
ワークスペース兼用廊下の天井に作られた天
窓から光を採り入れる構造になっている。コ
ンクリートの校舎では明るい光はときに冷た
さを感じるが、新校舎では光がとても暖かく
柔らかく感じられる。なぜだろうとよく見る
と、廊下の床がすべて木製のフローリングに
なっていた。素足で歩くととても感じがいい。
昔「廊下を走ってはいけません」とよく注意

された、あの廊下だ。廊下には下駄箱や棚
のような遮蔽物がなく、一直線で端まで続
いている。小学生ならだれでも走り出した
いところだろう。もっとも昔の廊下のよう
に床はスノコ状ではないので、走ったとこ
ろであの「ドンドン」といううるさくも懐
かしい音はしないが。
　音に関して言えば、新校舎では音を押さ
えるため様々な工夫がなされている。打瀬
小学校はオープンスクールのため教室には
壁がない。父兄から他教室の音が聞こえて
集中できないのではと指摘されることもあ
った。集中できないのはオープンスクール
の音の遮蔽性の問題だけでは
ないだろうが、新校舎では教
室と廊下の天井や壁に穴の空
いた凹凸の構造を与えること
で音をずいぶん静かにしてい
る。実際に教室内で「パンパ
ン」と手をたたいてみたが、
反響はとても小さかった。中
村教頭先生によれば「10 年の
進歩」だそうだ。
　2 階にあがり、屋上を案内
されて更におどろいた。屋上
のほぼ半分が土を入れられた
3 つの花壇のようなもので占

められ、中央の花壇は他のものより一段深く、
大きな構造になっている。「タンボ」だそうだ。
打瀬小学校では毎年 5 年生が田植えや刈り
取りなどの稲作実習を新校舎ができる前の空
き地部分で行っていた。ビニールシートを敷
いた小さな田んぼを春につくり、半年かけて
稲作を行う。それが新校舎の建設とともにで
きなくなっていた。「空中庭園」ならぬ「空
中田園」はこの授業をつづけたいという先生
方の希望で造られたという。
　打瀬小学校の児童数は来年度 1076 名
(3/25 現在 ) の予定。1 年生は 6 クラスでス
タートすることがすでに決まっている。新校
舎の 4 教室増加だけでは対応できないので、
第三小学校 ( 仮称 ) が開校する平成 18 年 4
月まで校庭のプレハブ教室を残し、さらに新
校舎の会議室などのスペースも教室にして対
応する。 【松村】

「ちゃんちゃんコール」に送られて
 　「海浜の浜に、朝日がのぼる。のぼるよ朝
日･･･」ではじまる「ちゃんちゃんコール」
をはじめて聞いたのは昨年の海浜打瀬小学校
卒業式の日だった。卒業式を終えた卒業生が
教室での別れを終え学校を離れる直前、在校
生が左右を埋め尽くす花道で、在校生から卒
業生に贈るエールとして行われていた。前年
の秋の運動会で応援団長をつとめた 5 年生
がリーダーシップをとり、身体を力一杯そら
してこの「ちゃんちゃんコール」を連呼して
いた。子ども達が自発的に行っている雰囲気
が感じられ、とてもすがすがしい気持ちにな
ったのを覚えている。
　昨年は卒業式のいわば「番外」でおこなわ
れた「ちゃんちゃんコール」だが、今年はこ
のエールを卒業式場内で聞くことになった。
卒業式の「演目」のひとつとして、式場内で
行われたのだ。
　海浜打瀬小学校では今年の卒業式を 2 部
構成にしていた。6 年生の人生の区切りのひ
とつとして、厳粛な卒業式も経験してもらい
たいという教職員の考えを入れた第一部と、
子ども達が自主的に考える第二部だ。「ちゃ
んちゃんコール」はこの第二部の正式な式次
第として卒業式に登場した。式の最後に在校
生が卒業生を送るエールとして、全員で「ち
ゃんちゃんコール」を手拍子つきで元気いっ
ぱいに唱え、卒業生はそのエールに送られて
式場を出る。これで卒業式が終わりと思い

式場内に残った全員の緊張感が融けかけた
その瞬間に、アリーナ 2 階に卒業生が現れ、
在校生に向かって「旅立ちのちゃんちゃん
コール」を行った。卒業式を指導した斉藤
先生 ( 教務主任 ) によると、この在校生と卒
業生によるエール交換は事前には教職員や
父兄にも公表されておらず、子ども達が「秘
密裏に」計画を進め実行したものだそうだ。
　昨年、5 年生の在校生として卒業生を送る
花道で「ちゃんちゃんコール」を叫んでい
た下口君は。今年は贈られる側となってこ
のエールに送られて小学校を後にしていっ
た。
　ちゃんちゃんコールが作られたのは今か
ら 3 年前。開校したばかりの海浜打瀬小学
校では、運動会の応援に子ども達が一体感
になって取り組めるものはないかと当時 6
年生担任だった斉藤先生は考えていた。そ
のとき 5 年生担任の渡邊先生が前任の学校
で「ちゃんちゃんコール」というエールを
子ども達と考えたことを知り、海浜打瀬で
もやってみることにした。6 年生たちが中心
になり、「海浜の浜に、朝日が昇る、登るよ
朝日･･･」とつづく海浜打瀬小版ちゃんちゃ
んコール部分が作られた。コールはすぐに
運動会の応援エールとして広まった。だが
それが海浜打瀬小独自の応援エールとして
定着し、やがて子どもたちが卒業式イベン
トとして自主的に行うようになるとは斉藤

先生も予想していなかったという。今では替
え歌を考えるようにさまざまなちゃんちゃん
コールがあり、1 年生も自分たちのコールを
持っているという。恐らく子どもたちは海浜
打瀬小学校独自の文化のようなものをこのエ
ールに感じているのだろう。開校してまだ 4
年の海浜打瀬小学校だが、伝統というにふさ
わしいものが確実に育っている。　　

【松村】

卒業式場でちゃんちゃんコールを熱唱する在校生





バレンタイン監督に中学生がインタビュー

　去る 3/12、かねてからロッテ球団にお願
いしていたバレンタイン監督との中学生イン
タビューが実現した。前日に連絡をうけ、急
遽、元打瀬中学校野球部員、吉橋葵君と松村
響一君をつれてマリーンズ球場へ向かう。
　11:30 頃より監督室にてインタビューを開
始。監督は次の横浜ベイスターズとのオープ
ン戦開始を 1:00 に控え、デスクでパソコン
と格闘中。通訳を介したインタビューの途中
にもパソコン画面を見ながら対戦相手の分析
に余念がない。中学生二人はとても緊張して、
あらかじめ練ってきた質問内容メモに従って
質問するが、話はあまり長く続かない。監督
が気を利かせて話をつないでくれることが何
度もあった。
－－野球を始めたのは何歳の頃でしたか ?
8 歳の時、父が野球のコーチの仕事をしてい
たので、自然に野球に向かいました。始めた
頃のポジションはセカンドだったけれど、プ
ロの選手になったときはショートです。
－－監督になろうとおもったきっかけは ?
長いあいだコーチの仕事をしていて、監督の
仕事も興味があり、テキサスレンジャーズの
監督になりました。できるだけ長く現役のプ
レーヤーでいたかったが、練習中に外野フェ
ンスに激突する事故をおこし、左足を骨折し
ました。怪我の回復が思わしくなく長引いた
ので現役を引退し、コーチになりました。
－－監督をやっていてよかったと思ったこと
は ?

いろんな才能をもった選手を指揮し、うま
く働いてくれたときはとてもエキサイティ
ングな気持ちになります。
－－ロッテの選手の多くは浦安に住んでいま
すが、監督がベイタウンを選んだのはなぜ
ですか ?
最初にロッテの監督になったときは球団か
ら浦安に住むように勧められました . 昨年
再びロッテの監督を引き受け、シーズン前
にいろんなマンションを見ましたが、ベイ
タウンの街並みの美しさと住みやすさに惹
かれて住むことに決めました。今は外国人
選手の多くにベイタウンに住むことを勧め、
ほとんどの外国人選手がベイタウンに住ん
でいます。
－－休日にはベイ
タウンで過ごしま
すか。そんなとき
はどうしています
か？
よく自転車で球場
に来たり、街をあ
るいています。そ
んなとき、みなさ
んが声をかけてく
れたりするのがと
てもうれしいです。
－－最後にベイタ
ウンの人たちへの
メッセージを

美しく住みやすい街でとても気に入っていま
す。街で食事したりしているとたくさんの人
が気軽に声をかけてくれるのがとてもうれし
いですが、マリーンズ球場にも足を運んでも
らって、球場で会いたいです。是非ロッテの
試合を見に来てください。

　インタビュー終了後、ロッテ球団職員の横
山さんが「ちょっと見ていきな」と試合前
のベンチに入れてくれた。目の前で背番号 9

「FUKUURA」と書かれたユニフォームがテ
レビ取材を受けている。しばらくすると渡辺
選手など一軍選手も集まり始めた。あこがれ
のスター選手をベンチから見られ、中学生 2
人は大喜びだった。



そろそろ、あたたかな日差しに誘われて
海辺に足が向く季節。房総半島や湘南ま
で行かなくても、ベイタウンから歩いて
10分前後のところに “海辺” があります。
このベイサイドをより使いやすいものに
しようと、2年間にわたり県民が取り組
んだ公園づくりの活動をふまえて、「県
立幕張海浜公園・整備計画案」をまとめ
る段階になりました。今回はその概要を
ご紹介します。　             　　　　【佐藤】

　場所は、海辺のエリア「県立幕張海浜公園」
の D・E ブロック。平成 8 年には「全国都
市緑化フェア」の会場として注目を集めま
したが、その後テーマパーク「レゴランド」
の候補地となったものの、計画は白紙撤回。
約 26ha の広大な跡地はそのままのかたち
で現在にいたっています。
　手入れされずフェンスに閉ざされた暗い
松林、遊ぶ子どものいない遊具、
せっかくの広い砂浜も人がまばら
で閑散とした印象は否めません。
そこで、“もっと魅力的な公園にす
るにはどうしたらいいか” に取り
組むべく、平成 15 年度県民参加
の公園づくり事業がスタート。ベ
イタウンからも多くの住民が参加
し、これまでに公園プランを考え
るワークショップや利用実験「公
園まつり」「サマーキャンプ」といっ
た活動を重ねてきました。

　16 年 3 月に、県民および NPO からの公
園づくりの提案を県に提出。これを踏まえ
て今年（平成 17 年）の 1 月には民間のコ
ンサルタントから整備計画の素案が示され
ました。NPO、ベイタウン自治会連合会、
商店会代表などによる検討会を経て、課題
の整理を行い、3 月にとりまとめとなる予
定です。

A にぎわいとシンボルのゾーン
・マリンスタジアムと連携したにぎ
わいの空間づくり
・シンボルづくり
・幕張新都心来訪者の公園への誘致
・民間活力の導入

B 花とみどりに親しむゾーン
・現況の緑や地形を活かしつつ、緑
や花を充実させる（県民参加・イベ
ントの展開）
・海の眺望ポイントや静かな空間確保
・AゾーンとＣゾーンをうけとめる
やすらぎと憩いの美しい空間づくり

C イベント・スポー
ツの自由広場ゾーン
・イベントやスポーツ
が楽しめる空間づくり

D 健康とリフレッ
シュゾーン
・健康づくりやリフ
レッシュのための新
たなニーズに対応で
きる空間づくり
・民間活力の導入

【区域全体として必要な施設】
・NPO や県民の活動拠点、公園運営
拠点となる小規模なパークセンター
の整備
・海の眺めを楽しむ場の整備
・海辺で遊ぶ場の整備
・松林の適正管理と一部の林間利用
・公園インフラ（基本施設）の整備
と不用施設の撤去
・環境と調和した公園施設の導入

「県立幕張海浜公園を育てる会」発足！
公園づくり・公園育てを応援する、県民・NPO など
からなる” 公園サポーター”「県立幕張海浜公園を育
てる会」が発足しました。今後、県と協働して公園
の管理や利活用をすすめるための様々なプログラム
の企画、運営を行っていく予定です。関心のある人
は誰でも参加できます。どうぞご参加ください。
■今後の活動への参加希望などは、下記まで
NPO法人みどりのネットワーク千葉
Tel.043-303-6616　midori.net@nifty.com

公園



ミニバスケット仲間募集

　リトルファイブ幕張ミニバスケットボールクラブでは、小学校２～５年生の女

の子を対象として、一緒にミニバスを楽しむ仲間を募集しています。運動を楽

しむ気持ちとやる気があれば、入部OKです。現在、海浜打瀬小（新６年３人）、

打瀬小（新６年２人、新４年１人）を始めとして、幕張南小、上の台小の４校

17人の仲間が一緒に活動中。通常練習は下記のとおりですが、他に、他チーム

との練習試合、春・秋の千葉市大会、夏・冬の千葉県大会などに出場しています。

練習は週 6日あり、習い事と重なっていない日に来ていますが、なるべく多くの

練習に参加すること！がチームの活動方針です。

　保護者の方でバックアップしつつ、他にも夏のお泊り会を始めとして、お楽し

み会、クリスマス会、新年お汁粉会などの行事も行なっています。どの子も、運

動と仲間との色々なコミュニケーションを通じて、多少のことではめげない、元

気で明るい子どもに育ってくれているようで、ご家庭内でも運動のすばらしさを

十分に満喫できますよ。

◎通常練習

月 ( 幕張南 )17:00 ～ 19:00 ／火 ( お休み ) ／水 ( 幕張南 )17:00 ～ 19:00 ／木 (

上の台 )17:00 ～ 19:00 ／金 ( 海浜打瀬 )17:00 ～ 19:00 ／土 ( 幕張南 )8:00 ～

13:00 ／日 ( 海浜打瀬 )12:00 ～ 16:30

◎ 会費は、１ヶ月 1000 円で、その他にスポーツ安全保険が年間 500 円かかり

ます。

◎ 見学・体験　　一度やってみたいなと思う人は、練習時間中にアリーナに来

てみて下さい。

◎ お聞きになりたいことがあれば、練習時間中にお越しください。また

は、高橋監督　little5@mercury.livedoor.com、or 中 西 ( 海 浜 小保護者 )　

chitose57@gold.livedoor.comまでどうぞ。

いっしょに歌いませんか　初心者も歓迎！
ベイタウンの混声合唱団
「コア・チェンバーシンガーズ」が団員募集
　「コア・チェンバーシンガーズ」( 通称コアチェン ) はベイタ

ウン・コアのホールで活動する混声合唱団です。スタートして

3 年、これまで 2 度のコンサートを行ってきました。ジャンル

はクラシックな合唱曲からポピュラー、日本の歌など幅広く歌

っています。

　現在の団員は約 40 人。平均年齢 40 代の若い合唱団ですが、

高校生から 60 代まで広い年代の仲間がいます。家族で参加とい

う団員も多く、アットホームで家族的な雰囲気が合唱団の特徴

です。週 2 回の練習の他、2 ヶ月に 1 度のペースで行われる「親

睦会」は団員の家族も参加し、盛り上がって楽しいですよ。

　もちろん初心者も歓迎。発声の初歩からていねいに指導しま

す。音響のいいコア音楽ホールでの練習は最高ですよ。

練習日時 : 原則として毎月第 2、第 4土曜日 18:30 ～ 21:00
場所 : ベイタウン・コア 音楽ホール
会費 : 毎月 1,000 円 ( ご家族で参加の場合 1,500 円 )
問い合わせ。申し込み : 松村 (TEL:043-211-6853/E-mail:
mmatz@m2.pbc.ne.jp)
見学もできます。練習日に直接ホールにおいでいただいても結
構です。

「ファミリー新聞を配布して戴ける方を募集しま
す！」
　弊社は、菓子メーカーのロッテグループの一員として昭和 43
年創刊のフリーペーパー（無料紙）「ザ・ファミリー」を一都四
県の公団・公社及び民間マンションに毎週 50万部配布しており
ます。幕張ベイタウン周辺では真砂、磯辺、高浜、高洲、検見川、
香澄に配布いたしております。クーポン付き PRを主体としたフ
リーペーパーが多い中、小紙においては記事をじっくり読んで
いただく紙面となっております。紙面構成はタブロイド版の 16
頁で、人気コーナーとして健康・旅・料理・カルチャー等があり、
主婦向けの生活情報紙として皆様よりご愛読を戴いております。
　また、ベイタウンの皆様に親しまれている千葉ロッテマリー
ンズは弊社グループ会社であり、マリーンズ関連の記事も多く
掲載しています。
　弊社では通信販売も実施しております。取扱い商品は安心・
安全をコンセプトにした無農薬、減農薬野菜、無添加のパン、
アイガモ農法の米、韃靼そば茶、玉ネギと枝豆味噌セット及び
各種健康食品などがあり、好評を得ております。
　このたび「ファミリー新聞」を幕張ベイタウンの皆様にもお
読み戴きたく、ベイタウンニュース編集局様のご協力を得まし
て、毎週配布をお願いできる方を募集いたします。配布方法は
1階の集合ポストに入れる形です。ご質問など詳細については
下記までご連絡下さい。
担当者がご説明いたします。
㈱ファミリー　管理部　事業担当
安齊（あんざい）まで
☎ 03-3205-0701 / FAX 03-3205-0704
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